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「(仮称)パークシティ武蔵小杉」着工
 

分譲住宅・商業施設・公共公益施設からなる大規模複合開発　平成18年春販売開始予定

各位

　三井不動産株式会社、三井都市開発株式会社ならびに新日石不動産株式会社は、武蔵小杉駅前において推進中の大規模

複合開発「（仮称）パークシティ武蔵小杉（川崎市中原区新丸子）」の建築工事に本日着手いたしましたのでお知らせいたしま

す。

　当プロジェクトは、東急東横線・東急目黒線・ＪＲ南武線「武蔵小杉」駅徒歩2分、平成21年度開業予定のＪＲ横須賀線の新駅

徒歩5分という交通利便性に恵まれた立地に平成20年に誕生します。地上59階建と地上47階建の2棟の分譲住宅棟(総戸数

1,447戸)と商業施設棟から構成され、住宅棟低層部には川崎市の公共公益施設(新中原市民館、かわさき市民活動センター)

が入居する予定です。

　開発にあたっては、川崎市の広域拠点である武蔵小杉の駅前開発に相応しい都市空間の創造と、多世代の人々の安全で快

適な暮らしの実現を目指しています。平成22年度末完成予定の駅前広場に直結する都市計画道路の整備や周辺道路の拡幅

をはじめ、歩道や歩道状空地、広場スペース等の基盤整備を行い、安全な歩行者空間を確保するとともに、電線類の地中化

や中高木の植樹・屋上緑化など、快適で潤いのある環境を創出します。

　住宅棟は制震構造を採用し、食料・水等の防災備蓄倉庫を敷地内に設置するなど防災面に配慮するほか、保育園を誘致

し、子育てしやすい環境の整備を行って参ります。また、クリーンで安心なオール電化システムを採用しています。なお、住宅の

販売は平成18年春を予定しています。

　武蔵小杉エリアでは、川崎市の新総合計画「川崎再生フロンティアプラン」のもと、ＪＲ横須賀線の新駅の整備が予定されてい

ることに加え、複数の再開発プロジェクトが推進されています。当プロジェクトも含めた全体の計画規模は、地区面積約37ha・

居住人口約1万5千人と想定されており、今後さらなる発展が期待されています。

　今後も、武蔵小杉の街の発展に寄与すべく、事業者一丸となってプロジェクトを鋭意推進して参ります。

※本日この資料は、以下の記者クラブに配布しています。
 

○国土交通記者会 ○国土交通省建設専門紙記者会 ○川崎記者クラブ ○横浜経済記者クラブ
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